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今季号の表紙

「星峠の棚田」

撮影者
高田事業所　高野　明浩

十日町市に点在する多くの棚田の中でも、最も
人気のあるのが「星峠の棚田」です。大小様々な
棚田約200枚が、まるで魚の鱗のように斜面に広
がっています。雲海が発生し、水鏡が輝くシーズ
ンには、その美しい風景を眺めようと全国各地か
ら多くのカメラマンや観光客がこの地を訪れてい
ます。四季折々、朝昼晩と様々な表情を見せてく
れるため、何度でも訪れたくなる場所です。
※訪れる際は、事前に注意事項等をご確認ください。
　また、降雪時は積雪状況を確認してお出かけください。
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謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
皆さまには、良き年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
また、平素は、私ども協会に対し格別のご愛顧とご理解を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、2019年の干支「亥」には「無病息災」の意味もあり、亥年は縁起の良い年とされ
ています。

亥年生まれの性格は、「猪突猛進型」とも言われるようですが、真っすぐな性格で優しく、
周りの人を明るくする平和主義者の一面を持っているとのことです。

今年は、４月30日には天皇陛下が御退位され、５月１日に皇太子殿下が御即位されると
いう、時代の節目となる日を迎えることになります。

また、10月からは、消費税10％への引き上げが予定されております。酒類と外食を除く
飲食料品の税率を８％に据え置く「軽減税率」も導入され、関係するお客さまの準備も大
変かと推察されます。併せて、駆け込み需要とその後の反動減も懸念されるところです。

ところで、昨年を振り返りますと、大雪から始まり、豪雨や台風そして地震など、日本
列島を度重なる自然災害が襲いました。

弊協会は、お客さまに安全と安心をお届けするため、日頃から電気設備の点検・試験・
助言等により電気保安の確保と予防保全を進め、万一事故やトラブルが発生した時は、各
事業所が拠点となり、組織的に検査員が24時間出動できる体制を整えております。

また、弊協会は、全ての活動の起点は「お客さまの声」であり、お客さまから信頼され
ることが重要であるとの認識のもと、協会職員が一丸となり、付加価値の高いサービスを
ご提供してまいりました。今後も、組織体制と営業活動を強化し、積極的にお客さまサー
ビスの向上に向けた取組みを行うとともに、効率的な事業運営を推進してまいりますので、
本年も引き続きご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝を心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

年頭のご挨拶
一般財団法人 東北電気保安協会　理事長　中野　春之
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江戸時代から近代までの歴史

坂本：佐渡金山はかなり古い歴史があると聞いてい

ますが、始まりはいつごろでしょうか。

浦野：佐渡金山が発見されたのは、関ヶ原の戦いの

翌年1601年のことでした。それ以前、佐渡は

上杉家の領地だったのですが、その時にはま

だ発見されていません。金山発見によって徳

川幕府直轄の天領となり、奉行所が置かれる

ようになりました。その後、金を採掘し、小

判の製造もするという特別な鉱山として発展

し、江戸時代は徳川幕府の財政を支えてきま

した。

　　　明治２年（1869）には、明治新政府直轄の官

営佐渡鉱山となりました。西洋人技術者を招

聘して近代化を進め、明治22年（1889）から

は宮内省御料局管轄の皇室財産として維持さ

れました。明治29年（1896）になって、当時

江戸時代の面影を伝える
佐渡金山正門

今季号のお客さま

新潟県佐渡市　史跡 佐渡金山 さま

　佐渡島は、日本海に浮かぶ自然豊かな絶景の観光地として知られて

います。古い歴史的な面影も残されていますが、特筆すべきは世界に

例を見ない金山の貴重な産業遺産がここにあることです。江戸期から

近代まで金銀を採掘した坑道跡が、いま独特の観光スポットとして人

気を呼んでいます。

　本日は、史跡 佐渡金山 浦野成昭社長をお訪ねし、弊協会常務理事 

坂本邦夫がお話しをうかがいました。

東北電気保安協会
常務理事

坂本 邦夫

株式会社ゴールデン佐渡
取締役社長

浦野 成昭さま

佐渡金山で製造された佐渡小判
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の三菱合資会社に兵庫県の生野鉱山、大阪精

錬所とともに払い下げられました。その後、

三菱鉱業株式会社（現・三菱マテリアル）に

引き継がれて経営してきましたが、平成元年

３月末、操業を終了しました。

　　　以降は、「史跡 佐渡金山」として私ども株式

会社ゴールデン佐渡が管理・運営をしていま

す。

国史跡の坑道を探る

坂本：そうすると佐渡金山は、ほぼ400年近い長い

歴史を積み重ねてきた貴重な遺構ということ

ですね。それでは「史跡 佐渡金山」の施設

的な特徴について教えてください。

浦野：まず史跡・文化財としての評価としては、古

く昭和42年（1967）に相川地区関係の一部が

国史跡に指定答申が出ております。平成19年、

経済産業省が近代化産業遺産群として認定し

ています。平成24年には建造物の一部が国の

重要文化財に指定されました。また平成27年

には、相川地区・北沢地区の施設などについて

国の重要文化的景観として選定されています。

　　　佐渡金山の採掘坑道は、広大なエリアにアリ

の巣のように広がっています。現在はその中

で、基本的に２つの坑道を一般公開していま

す。１つは、江戸時代初期の手掘りの様子を

再現した坑道「宗太夫坑」で、人形を使って

当時の採掘作業を忠実に再現しているコース

として人気です。もう１つは「道遊坑」といっ

て、明治以降の近代の採掘跡のコースです。

いずれも国史跡となっています。当施設の歴

史的価値・意味合いは、江戸時代から近代に

至る金山の変遷の様子をまるごと見ることが

できるという点です。開山から現在に至る歴

史的資料も含めて、鉱山技術と生産システム

の変遷のほぼすべてを見ることができる、世

界でも例のない貴重な遺構が残っています。

　　　私の見解ですが、江戸時代の鉱山技術が明治

になり西洋から入ってきた技術にスムーズに

移行したプロセスの証拠が、ここにあると

思っています。江戸時代ここで働いた技術者

たちは主に下級の侍でした。私は侍エンジニ

アと呼んでいます。そうした技術系の武士た

ちの尽力が土台にあって、それが西洋から来

た技術とマッチして、その後の日本の近代化

のベースになったのではないかと考えていま

す。

豊かな自然の中に溶け込み、
佐渡金山400年の歴史を物語る産業遺産。

所要約30分の「宗太夫坑」（江戸金山絵巻コース）内の休憩所の様子

所要約40分の「道遊坑」（明治官営鉱山コース）の内部
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佐渡ならではの体験工房

坂本：もともと日本にしっかりした鉱山技術があり、

その上で日本の技術と西洋の技術が融合して

近代化につながったというのは非常に興味深

いお話ですね。次に、観光的な施設として何

か工夫されている企画などはありますか。

浦野：日本の観光の流れは大きく変わりました。か

つては団体でいらっしゃって観光地に宿泊

し、周りを見学して買い物をして帰るという

流れでしたが、今はせっかく訪れたのだから、

その土地ならではの何かを自分で体験してみ

たいという人が多くなっています。当施設で

は、観光コースの見学以外に「粘土が銀にな

る体験」や「金箔貼り体験」を行っています。

　　　「粘土が銀になる体験」は、焼くと99.9%銀に

なる粘土状の金属素材で、世界で一つのアク

セサリーを作ることができる体験です。「金

箔貼り体験」は、お皿に実際に金箔を貼って

仕上げてもらいます。それから、実は基本と

なる２つの坑道の他に、江戸時代から残って

いる未整備のままの真っ暗闇の坑道を探検す

る「ガイド付山師ツアー」というのも企画し

ています。ちょっとワイルドなルートが好き

な人、上級者向けで、健脚者以外はご遠慮い

ただくコースですが、お問い合わせも参加者

も多く、ご好評をいただいています。

世界遺産登録に向けて

坂本：なるほど、まさに佐渡金山ならではの体験で

すね。この施設はひとつの観光施設というこ

とに留まらず、佐渡市や新潟県あるいは日本

全体としても非常に重要な役割を担っている

と、私などは思いますが、いかがでしょうか。

浦野：佐渡は、古くからある文化や歴史に対する背

景が非常に深いところですが、多くはお寺や

神社に関わるものです。当施設は産業的な遺

構であることから、佐渡全体の美しい景色の

中で異質の存在となっています。その異質な

存在感をどのように生かしていくかというこ

とが、将来の新しい観光のキーになると考え

ています。世界遺産登録については、平成18

年度から新潟県・佐渡市共同で登録推進事業

に取組み、平成22年にユネスコ世界遺産暫定

リストに記載済みです。私どももこれらの動

「粘土が銀になる体験」

お皿に本物の金箔を貼る「金箔貼り体験」

相川の北沢地区にある金の浮遊選鉱設備
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きに合わせて国内外へのアピールのための

キャンペーン、各種メディアを通した内外へ

の情報発信など、積極的に協力させていただ

いています。

社会的役割を担う設備の管理

坂本：ぜひ世界遺産に登録されることを期待してい

ます。最後になりますが、こうした重要度の

高い広域観光施設として、設備管理面などで

留意されている点はおありでしょうか。

浦野：もともと文化財という指定がありますので、

あまり私どもの方で何かを変えるということ

はできません。現状維持というのが最大の宿

題になっています。鉱山ですので、当然のこ

とですが坑内の温度や換気、湿気、地下水な

どを含めて地表の普通の条件とはまったく違

います。そういった気象や湿気による設備・

機器の腐食や劣化などに対してどのように対

応し、施設を維持管理していくかというのは、

非常に大きな課題としてあるわけです。佐渡

の坑道は特に地下水が多いので、電気系の取

扱いについては注意が必要であることは間違

いないですね。さらに屋外設備や電気設備、

電線などについても、近年は台風や集中豪雨、

雷雨、土砂崩れなども多いので、その影響に

対する注意や警戒が必要なのかなと考えてい

ます。

坂本：最も基本的で重要な保守管理、安全管理の部

分ですね。弊協会も常日頃、佐渡金山の施設

の保守管理、安全管理という重要な役割の一

端を担っているという思いで、業務に従事さ

せていただいています。電気の安全や電気設

備の保守管理、また従業員の方の作業安全確

保についてのセミナーなども実施しています

ので、何でもお申しつけいただければと思い

ます。

浦野：私どもの場合は、大型の工場のようなシステ

マチックな考え方ではないですから、私自身

も含めて一人ひとりの従業員の意識の持ち方

がポイントになると考えています。今後とも、

ぜひ適切なアドバイスをいただけたらと思い

ます。

坂本：今日は、江戸時代から近代までの歴史的推移

を体感できる、極めて貴重な日本の産業遺構

佐渡金山のお話を、たいへん感慨深く聞かせ

ていただきました。ありがとうございました。

佐渡産こしひかりが食べられる金山茶屋

佐渡金山近くの大間港の夕日

佐渡金山近代化のシンボル、日本最古の西洋式竪坑「大立竪坑」。
深さ350m以上に及ぶ。
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真冬の早朝の停電！高圧ケーブルに水が浸入した漏電が原因
横手事業所 金森　勉

全停電事故において、高い電圧を印加する試験に
より事故原因が判明した事例を紹介します。

〔状況〕
事故当日の気温は極寒の氷点下、薄暗い２月下旬

の午前５時頃、老人福祉施設のお客さまから「館内
が全て停電している」と弊協会の電気事故受付セン
ターに電話連絡がありました。受付センターから連
絡を受け、高圧設備の事故の可能性があると判断し
同僚と２名で出動しました。

約１時間後に現場に到着したところ、「電気が停
まって暖房設備が使えず困った」と寒さに震えるお
客さまが待っておられました。

〔調査〕
早速、お客さまの高圧設備の調査を開始したとこ

ろ、引込柱にある高圧気中開閉器の地絡継電器に漏
電したことを示す表示があり、高圧気中開閉器 

（ＰＡＳ）が開放（切）していました。漏電の原因
を突き止めるため、高圧絶縁抵抗計で測定し数値を
確認しましたが異常はありません。電柱上の設備及
び地上にあるキュービクル内の変電設備の目視点検
をしましたが原因が判明しないことから、事業所に
応援２名と高い電圧を電気設備に印加できる試験
器、高圧絶縁耐力試験装置を手配しました。40分後
に到着した職員とともに、絶縁耐力試験装置を使用
し高い電圧を電気設備に印加したところ、キュービ
クル内の高圧ケーブル端末部がまるで餅のように膨
れあがりました。

〔原因〕
原因はここだと思い、高圧ケーブルの端末部を分

解してみたところ、内部で水分が凍結していました。
電柱上の高圧ケーブル端末部が劣化し、そこから浸
入した水分がキュービクル内の高圧ケーブル端末部
に溜り漏電したものと判明しました。

〔復旧〕
高圧ケーブルは弊協会他事業所で保管していた予

備品、ケーブル端末部もたまたま所持していた電気
工事店から借用し、電気工事店に緊急工事をお願い
して約８時間後に仮復旧することができました。

〔お客さまの声〕
「入居者が高齢ということもあり、真冬の朝早く

の停電で暖房が使用できず大変困りました。早急に
対応いただきありがとうございました」と感謝の言
葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、状況に応じた測定器や試験器を使

うことで、停電原因となった漏電箇所を突き止める
ことができました。また、破損した高圧ケーブルと
ケーブル端末部もたまたま早く手配がつき、その日
のうちに仮復旧することができましたが、高圧ケー
ブルの手配や工事には多大な時間を要する場合もあ
ります。

今後も迅速な事故対応で、お客さまのご期待にお
応えできるよう取組んでまいります。

分解後の高圧ケーブル端末部

餅のように膨れた高圧ケーブル端末部
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「熱い！熱くて触れないフロアコンセント」
仙台中央事業所 真野　健

医療機器販売のお客さまにて、絶縁監視装置の事
故対応で漏電による火災を未然に防いだ事例を紹介
します。

〔状況〕
９月の雨が降る午前10時過ぎ、電気事故受付セン

ターから、お客さまの絶縁監視装置の警報が発報し
たとの連絡がありました。出動前にお客さまに電話
を入れたところ、「設備に異常はないが、心配なの
でなるべく早く対応してほしい」とのことでした。

〔調査〕
お客さまに到着し、改めて連絡責任者の方にその

後設備に異常がないかお聞きしたところ、「特に異
常はない」とのことでした。しかし、前回までの点
検報告書を確認すると、絶縁不良回路の指摘事項が
あり、その回路が原因ではないかと考えました。

まず、キュービクルで漏えい電流の測定から調査
を開始しました。電灯変圧器回路で17アンペアとい
う非常に大きな漏えい電流を確認し、これは危険な
状態であると驚きを覚えました。急いで絶縁不良回
路であるＬ－１電灯盤内「会議室コンセント回路６」
の漏えい電流を測定した結果、同じく17アンペア漏
電しており、連絡責任者の了解を得て当該ブレー
カーを開放（切）しました。合わせて絶縁抵抗測定
を行うと、測定値は0.01メグオーム（絶縁不良のレ
ベル）でした。漏電していた会議室へ案内していた
だき、該当するコンセント回路の確認を行いました。
手袋を外し触ってみると、思わず「熱い!」と叫ぶ
ほど熱を帯びており、放射温度計で測定すると45℃
でした。

このフロアコンセントに間違いないと確信し、器
具を外してみると、配線の被覆が破れ、コンセント
の金属フレームに電線が接触しており、金属部分に
黒く焼けた跡が残っていました。

立ち会っていただいた連絡責任者の方に焼けた配
線を見ていただき「このままの状態が続いていたら、
火災の原因になりましたね」とお話しすると、

「えっ！」と驚かれました。

〔原因〕
フロアコンセント特有の狭い空間での配線の接続

であり、無理やり収納したことにより金属フレ―ム
に接触し、配線が経年劣化により損傷し漏電に至っ
たものと考えられます。場所は、前回の指摘事項と
同じ回路でした。

〔復旧〕
配線の損傷箇所をテーピングで補修し、フロアコ

ンセントを戻しましたが、連絡責任者の方より「そ
のフロアコンセントは使用頻度が少ないので、使用
しないことにします。ブレーカーは開放（切）した
ままにしてください」とのお話がありました。フロ
アコンセントは「使用不可」、ブレーカーには「投
入禁止」をそれぞれ貼紙で明示し、到着から約１時
間後に復旧しました。

また、後日、ブレーカーから配線の切り離しを依
頼され作業を実施しました。

〔お客さまの声〕
事故報告書提出時に、お客さまへ再度概要を説明

したところ、連絡責任者の方は「火事にならなくて
本当に良かった」と安堵の表情を浮かべられ、迅速
な対応に感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、フロアコンセント特有の無理な配

線が原因の漏電事故でした。過去にも数多くのお客
さまで、漏電や絶縁不良の発生原因になっています。
絶縁監視装置の発報による対応で、火災や感電事故
を未然に防ぐことができ、絶縁監視装置の必要性を
改めて感じる事例でした。

損傷した配線
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立入検査は、電気事業法第107条第３項の規定に基づき、自家用電気工作物を設置している者に対し実施す
るもので、その自主保安体制が十分機能していることを確認するため、技術基準への適合状況、保安規程の遵
守状況、主任技術者の選任状況及び保安の監督状況等を確認し、必要に応じ改善指示を行うことによって、自
家用電気工作物の保安の適正化を図り、もって、事故の未然防止並びに公害防止等に寄与することを目的とし
て実施します。

Ⅱ　立入検査の実施方法
１　立入検査対象事業場の選定基準

検査の実施にあたって、次の①～⑦に該当する事業場から被検査対象を選定します。
①電気事故報告があった事業場
②技術基準適合命令を受けた事業場
③経年劣化の恐れがある事業場
④新技術を導入している事業場
⑤電気事故等が発生した場合に社会的影響が大きいと認められる事業場
⑥保安の確保が適切でない恐れがある事業場
⑦電気保安の実態の把握が必要と認められる事業場

２　立入検査の内容
立入検査は、電気事業法の目的である公共の安全を確保するため、自家用電気工作物設置者の自主保安体

制が十分機能していることを確認するもので、これらの確認のため主に次の４項目について、書類及び電気
工作物の施設状況の検査を実施します。
①保安規程の遵守状況
②主任技術者の執務状況
③技術基準の適合状況
④その他電気事業法の遵守状況

Ⅲ　立入検査結果の概要
１　立入検査結果の概要
　平成29年度は、９箇所の事業場に立入検査を実施しました。
　主任技術者の選任形態別では、専任３箇所、外部委託６箇所（保安法人４箇所、電気管理技術者２箇所）
を選定しました（図１参照）。
　選定基準としては、全て電気保安の実態を把握するための事業場を選定しました。
　業種別の件数では、製造業（工場）が３件、小売業（店舗）２件、廃棄物処理業（廃棄物処分場）が２件、

平成29年度の自家用電気工作物（需要設備関係）に係る立入検査結果について
関東東北産業保安監督部　東北支部

Ⅰ　立入検査の目的
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サービス業（情報処理センター）１件、官公庁が１件となっています（図２参照）。
　県別では岩手県が２件、宮城県が１件、秋田県が４件、新潟県が２件でした（図３参照）。
　立入検査の結果、５事業場（専任２箇所、外部委託３箇所）において法令違反等が認められ、検査項目別では、
保安規程の遵守状況と技術基準の適合状況で遵守されていない事業場が散見されました。

２　項目別不備事項の概要
（1）主任技術者（電気管理技術者、保安法人の保安業務従事者を含む。以下同じ）の執務状況

電気事業法第43条において、自家用電気工作物を設置する者は、その電気工作物の工事、維持及び運用
に関する保安の監督をさせるため、主任技術者を選任することを定めています。また、同条第４項では、
主任技術者が自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安の監督の職務を誠実に行わなければな
らないことを定めています。

立入検査を実施した事業場において、主任技術者の執務状況を確認したところ、平成29年度は改善が必
要な事業場は見受けられませんでした。

図１　選任形態別内訳

図２　業種別内訳 図３　県別内訳

全9件

製造業
3件

官公庁
1件

小売業
2件

サービス業
1件

廃棄物
処理業
2件

宮城県
1件

専任
3件

外部委託
6件

秋田県
4件

岩手県
2件

新潟県
2件

全9件 全9件
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（2）保安規程の遵守状況
電気事業法第42条において、自家用電気工作物を設置する者は、その電気工作物の工事、維持及び運用

に関する保安を確保するため必要な事項について保安規程を定め、国に届け出るとともに、自家用電気工
作物を設置する者及びその従業者は、この保安規程を遵守しなければならないことを定めています。

立入検査を実施した事業場において、保安規程の遵守状況を確認したところ、５事業場において９件の
不遵守事項が確認されました（表１参照）。

表１　保安規程不遵守の内容

保安規程の不遵守事項 件数

保安組織 ３件

連絡責任者が保安規程に定められた業務を行っていない ２件

保安組織において主任技術者の職位が実態と異なっている １件

保安教育

－ －

巡視点検 １件

点検の結果、技術基準に抵触しているにもかかわらず長期間放置されている １件

運転又は操作 ２件

運転又は操作基準が適切に定められていない ２件

記録・保存 ３件

保安規程で定める設備台帳や図面等が整備されていない ３件

その他

－ －

合　　　計 ９件

（3）技術基準の適合状況
電気事業法第39条において、自家用電気工作物を設置する者は、その電気工作物を技術基準に適合する

よう維持しなければならないことを定めています。
立入検査において事業場の設備を確認したところ、３事業場において３件の指摘事項が確認されました

（表２参照）。

表２　電気工作物の指摘事項

指　摘　事　項 技術基準 解釈 件数

【受電設備】 ３件

接地抵抗の値が過大 11条 17条 ２件

構内第１柱の足場金具が地上1.8ｍ未満の位置に設置 24条 53条 １件
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（4）電気事業法の遵守状況
平成29年度の立入検査において、前述の保安規程遵守状況及び技術基準の適合状況以外で電気事業法の

不遵守が確認された事業場はありませんでしたが、過去の立入検査において電気関係報告規則に基づく、
ばい煙発生施設に係る変更の届出漏れが見受けられています。

ばい煙発生施設の設置者におかれましては、設置者の名称、代表者名、設置者の住所、事業場の名称、
所在地等に変更があった場合や、ばい煙発生施設を廃止した場合等には、遅滞なく届出をお願いします。

また、ＰＣＢ含有電気工作物についても電気関係報告規則により、設置者に対して以下の場合に届出が
義務付けられていますので、該当する場合には忘れずに届出をお願いします。
①ＰＣＢ含有電気工作物であることが判明した場合
②設置者名称、代表者名、設置者の住所、事業場の名称、所在地等に変更があった場合
③ＰＣＢ含有電気工作物を廃止した場合
④ＰＣＢ含有電気工作物の絶縁油の漏洩事故があった場合
⑤高濃度ＰＣＢ含有電気工作物を毎年度末時点で設置又は有している場合

Ⅳ　総 括（まとめ）
電気事業法において、自家用電気工作物を設置する者に求められている保安は、「自主保安体制」の確立です。

この自主保安体制は、技術進歩や事業者の自主保安への認識の高まりなどの環境変化を背景に、これまでに幾
度かの電気事業法改正を行い国の直接関与を必要最小限とし、自主保安を基本とした保安規制へと移行が図ら
れてきたところです。

平成29年度の自家用電気工作物の立入検査の結果、保安規程遵守状況については９件、技術基準については
３件の指摘を行い、立入検査を実施した９事業場のうち５事業場において、何らかの法令違反等が確認されま
した。実施したうちの６割弱の事業場において指摘事項が確認されるなど、電気工作物の保安に関する制度や、
責任・義務といった基本的な事項についての認識・理解が不十分である事業場が多く見受けられました。

一旦電気事故を発生させれば、自社においては生産活動等の停止に伴う金銭的損失はもちろんのこと、感電
事故であれば死亡に至るケース、波及事故であれば周辺の需要家を停電させてしまうなど、社会的に大きな影
響を引き起こしてしまいます。また、検査の中で経営コストの削減によって計画的な設備更新がなされず設備
の老朽化が進んでいる事業場等も見受けられ、このような状況を放置すれば将来的に電気事故につながる可能
性が高まるものと考えられます。

是非、主任技術者は、保安の責任者として積極的に経営者等とコミュニケーションを図り、保安確保のため
に必要な措置について働きかけをお願いします。

また、設置者におかれましては、自社で選任した主任技術者又は外部に委託した保安業務の担当者の点検等
に立会って設備の状況を確認の上、計画的な設備更新を実施していただくようお願いします。
「電気の保安」は関係する皆さま方の一つ一つの実績の積重ねで成り立っております。改めて電気保安の大

切さ、電気事故の怖さを認識していただき、電気保安行政へのご理解とご協力をいただけますようよろしくお
願いします。
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電気事故の概要について

１　電気事故の受付件数

本稿でいう電気事故とは、お客さま電気設備に何らかのトラブルが発生した件数※1で、平成20年度から平
成29年度まで過去10年のその受付状況については、図１のとおりです。

平成22年度からは、お客さまに安全・安心を提供するために低圧絶縁監視装置の取付けをより推進したこ
とから、③監視警報の受付がこの年度を境に増加しました。

特徴としては、①全停電（グラフの下部）の受付が平成20年度以降、毎年約800～1,100件とほぼ横ばいで
推移しており、減少傾向にないことです（平成27年度は629件と減少しています）。

弊協会では、お客さまの電気設備の不意なトラブル発生に対して、24時間・365日緊急出動できる体制を整
えております。具体的には、お客さまから直接、停電や電気が使えないなどの連絡を受けて出動します。また、
お客さまの受電設備に弊協会が設置している低圧絶縁監視装置からの漏えい電流に関する警報を受信（電話
連絡方式はお客さまからの連絡）し、お客さまに設備の異常内容を確認のうえ出動するなど必要な対応を行っ
ています。

本号では、過去10年間の出動内容別の受付件数、出動の結果や電気機器の損壊等が発見された事象の概要
についてお知らせします。

図１　電気事故の受付件数の推移
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30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
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事
故
受
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件
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［件］

⑤その他④東北電力（株）から連絡③監視警報②低圧停電漏電①全停電

808 821 972 872 1,094※2 781 827

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

629

Ｈ２７

883

Ｈ２８

822

Ｈ２９

※１　�お客さまからの電気が使用できないとの連絡、監視装置からの警報、東北電力（株）からの停電情報など。（月次点検や年次点検等で発見されたト
ラブルは除く。）

※２　平成24年度は、雷や着雪などによる事故が多発した年度であり全停電が1,000件超となっています。
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２　高圧事故

高圧事故とは、高圧機器のトラブルでお客さま設
備が全停電事故となったものをいい、図２のとおり
年間約1,000件発生しています。

お客さまからの緊急連絡で出動した結果、「全停電」
であったのは平成29年度で822件であり（図１）、こ
れに監視装置の警報や東北電力（株）からの連絡な
ど、実際に現地に出向いたら高圧事故であったとい
うものとを加えると1,133件（波及事故の９件も含む）
となります。これは、弊協会のすべてのお客さま軒
数の2.07%となります。

お客さま設備の高圧事故が、どの程度の発生頻度
なのかをイメージしていただくため、図３に自動車
による交通事故と比較してみました。その結果は、
高圧事故の方が３倍以上の高い発生割合となってい
ます。

高圧事故が一旦発生するとその復旧作業は難し
く、高圧機器が破損などしていると復旧に数日を要
することもあります。

３　引込施設の高圧事故

受電設備の中で、高圧気中開閉器、引込線、高圧
ケーブル等の引込施設は、状況によって波及事故に
つながるおそれがあります。

引込施設は、引込柱などの屋外に設置されている
もので、季節、気候などの影響を直接受けることに
なります。

図４に引込施設の事故発生部位の割合を示しま
す。この中では、“高圧気中開閉器”が29%、“地絡
継電器”が20%と全体の約50％を占めていることが
分ります。

高圧気中開閉器（写真１）と地絡継電器（写真２）
は、高圧回路の漏電事故発生時に連動して自動的に
電気を止め、周囲のお客さまへの停電拡散を防止す
るものです。しかし、これらの機器は長期の使用に
より電子部品が劣化して故障を起こしたり、落雷時
には、異常電圧により電子部品が壊れることがあり

図２　高圧事故の推移

年度
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

高
圧
事
故
件
数
［件］

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H27 H28

波及以外の高圧事故波及事故

17

914

20

967

30

1,204

19

1,113

14

1,332

19

992

25

1,098

8

905

7

951

H29

9

1,124

931 987

1,234
1,132

1,346

1,011
1,123

913 958

1,133

図４　引込施設の事故発生部位比較

※電気事故（緊急対応）の内、高圧事故の部位別割合（平成29年度）
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（出典：平成30年警察白書）

図３　高圧事故と自動車事故の発生割合

年間事故数 母集団
高圧電気設備の事故

（平成29年度） 1,133件 54,830軒
（お客さま軒数）

全国の自動車による交通事故
（平成29年） 472,165件 8,226万人

（運転免許保有者数）
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ます。
また、高圧気中開閉器本体の内部に雨水が浸入し

て、構内の停電事故に至る事例が少なくありません。
その原因としては、雨や雪、太陽光等の自然環境の
中で塗装が劣化することによる外箱の発錆や、ゴム
パッキン（ガスケット）の経年劣化から気密性が低
下し、本体内部発錆による腐食などがあります。

さらに、本体内部の発錆により保護装置の機能が
果たせない場合は、お客さま構内だけではなく、東
北電力（株）の配電線を停止させる波及事故に繋がる
おそれもあります。

４　高圧機器の適切な更新

受電設備で使用する高圧機器は、使用開始から一
定年数を経過すると故障率が極端に高くなってきま
す。

図５に設備経年数と故障発生率の関係を表します。
この図では、

（Ⅰ）初期故障期間
（Ⅱ）偶発故障期間
（Ⅲ）摩耗故障期間、経年劣化期間
の時間軸において、（Ⅲ）の期間における適切な維
持補修投資が必要であるとされています。

弊協会では、この（Ⅲ）の期間の前に予防保全の
対策を講ずることが適切として、一般社団法人日本
電機工業会が推奨する「汎用電気機器　更新のおす
すめ」や各メーカーの更新推奨時期を目安に更新推
奨しています。

５　最後に

高圧事故による全停電は、生産活動のすべてをス
トップし、生産遅れに伴う補償、集中生産のための
時間外労働手当の支払いなど、多額の経費発生が想
定されます。

不測の停電事故に至らぬよう高圧機器の計画的な
更新を行い、高圧機器の健全性を適切に確保し、事
故の未然防止をお願いします。

写真２　地絡継電器

図５　設備経年数と故障発生率の関係（通称：バスタブ曲線）

故
障
率

（Ⅱ）（Ⅰ）

通常のメンテナンス

時間

適切な維持補修投資が必要

（Ⅲ）

（Ⅰ）初期故障期間：施設・設備の不具合要因（設計ミス等）による故障が使用
の初期に顕在化する時期。

（Ⅱ）偶発故障期間：初期故障がおさまった後、故障率がほぼ一定となる期間。
（Ⅲ）摩耗故障期間、経年劣化期間：偶発故障期間に続き、故障率が漸次高くな

る期間、設備の摩耗、疲労などにより寿命が尽きることによる。設備寿命
を延ばすためには、この段階を迎える前に適切な維持補修が必要となる。

出典：Reliability Modeling and General Redundancy Techniques, 1978, Bill D. Carroll

（出典：経済産業省「産業事故調査結果の中間とりまとめ」H15.12.16）

写真１　高圧気中開閉器
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無料省エネ診断のご紹介
一般財団法人省エネルギーセンター 東北支部

省エネ・節電の具体的なアドバイスを受けてみませんか？
冬季は暖房の使用などによってエネルギーの消費量が多い季節。２月は省エネルギー月間です。一般財団

法人省エネルギーセンター東北支部では、中小企業等の省エネ・節電の推進をお手伝いするために、様々な
疑問、要望にお応えするサービスを行っています。

●お問合わせ／一般財団法人省エネルギーセンター東北支部
　　　　　　　〒980-0811 仙台市青葉区一番町3-7-1　電力ビル本館８階
　　　　　　　TEL：022-221-1751　FAX：022-221-1752　thk@eccj.or.jp

〔無料省エネ診断とは〕
電力や燃料・熱など「総合的な省エネ行動をサポー

トする」診断サービスです。
〇�対象は、「中小企業基本法で規定されている事業者」

または「年間のエネルギー使用量（原油換算値）が、
原則として100kL以上1,500kL未満のビル・工場等」
（ただし、年間エネルギー使用量が100kL未満であっ
ても自治体・組合・協議会など地域や組織で省エネ
を推進している事業者の場合は対象となります。）

〇主な診断内容は、
・工場等における燃料や電気の使い方について
・機器の導入、適切な運転方法見直しについて
・�合理化につながる適切な設備管理、保守点検に

ついて
・エネルギーロスについて
・温度、湿度、照明等の適正化について

〔無料節電診断とは〕
工場等のピーク電力削減など「節電行動をサポー

トする」診断サービスです。
〇�対象は、原則として契約電力50kW以上の高圧電

力または特別高圧電力受電者の工場等（エネル
ギー管理指定工場等は除きます）。ただし、中小
企業基本法で規定されている事業者に関しては、
エネルギー管理指定工場であっても対象となって
います。

〇主な診断内容は
・�工場等における電気の使い方について、機器の

導入、適切な運転方法見直しについて
・�電力削減につながる適切な設備管理、保守点検

について
・温度、照明等の適正化について

〔診断の流れ〕
・�診断を希望する工場等の燃料や電気、電力の使用

状況とともに、申込みを行います。
・�日程等調整後、電気・熱・節電の専門家の派遣が

あります。（診断時間：10:00～15:00位）
・�現地で、実際の設備や運転管理状況、エネルギー

管理状況等を確認し、診断結果をレポートとして
まとめ、説明会にて詳細説明いたします。（希望
者を対象とします）

※実施済み参考例（東北の企業の診断事例）
■�無料省エネ診断　実施実例
（ケース１・事業所／ビル：ホテル（旅館民宿施設）
・年間（全社）原油使用量� 164kL
・年間（全社）エネルギー費用� 13,910千円
・投資を必要としない運用改善提案� 2件
・投資を必要とする提案� 5件
・設備投資額� 4,210千円
・削減効果量：原油換算削減量（年間）� 17kL（約10%）
・削減効果:削減額（年間）� 1,230千円（約9%）
� （設備投資額回収年数：3.8年）

■�無料省エネ診断　実施実例
（ケース２・工場：水産食品加工工場）
・年間（全社）原油使用量� 121kL
・年間（全社）エネルギー費用� 892千円
・投資を必要としない運用改善提案� 1件
・投資を必要とする提案� 5件
・設備投資額� 1,656千円
・削減効果量：原油換算削減量（年間）� 4.1kL（3.4%）
・削減効果:削減額（年間）� 444千円（5.0%）
� （設備投資額回収年数：8.9年）
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〈参考：一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センターホームページ「ヒートポンプとは」〉

ヒートポンプによる省エネルギー
省エネルギー・二酸化炭素（CO2）削減に貢献する機器として注目されている、ヒートポンプについてご

紹介します。

１　ヒートポンプとは？
空気中の熱を低温部から高温部に移動させる技術であり、水を低所から高所にくみ上げる作用に似ている

ことからヒートポンプと呼ばれています。
ヒートポンプはエアコンをはじめ、エコキュート（給湯機）、冷凍冷蔵庫、乾燥機付洗濯機など業務用をは

じめ一般家庭まで広く利用されています。

２　ヒートポンプのしくみ
エアコンを例にとると図のようになります。

図　ヒートポンプのしくみ

３　ヒートポンプはなぜ省エネになる？
ヒートポンプは冷暖房や給湯などを行うにあたり、電気・ガスなどのエネルギー（投入エネルギー）に加

え空気の熱を利用するため、投入エネルギー以上の熱エネルギーを得ることができます。国内で販売されて
いる最新のヒートポンプエアコン（電気式）は１の投入エネルギーで７の熱エネルギーを得ることができる
ものもあり、高効率であることから省エネルギーとなります。加えて、エネルギー消費量が少ないため地球
温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）の排出量も削減されます。

４　省エネ効果の計算例
20℃の水0.37㎥を90℃まで加熱する場合の１年間の消費電力量及びコストを、ヒートポンプ式と電気温水

器で比較すると表のようになります。電気温水器に比べヒートポンプがエネルギー消費量のほかコスト面で
も優れていることが分かります。

表　ヒートポンプ式と電気温水器の比較

年間消費電力量 年間コスト
ヒートポンプ 2,744kWh 27,440円
電気温水器 12,196kWh 121,960円

※１　�年間消費電力量は、ヒートポンプの年間加熱効率を4.0、電気温水器の効率を90％、年間使用日数を365日として算出した。
※２　年間コストは、電力量料金を10円/kWhとして計算した。

弊協会では、電気をはじめとした省エネルギー対策から、省エネ法にかかる法的支援まで様々なご相談に
応じておりますので、お気軽にお問合せください。

暖房時は室外機の熱交換器で外
気の熱を吸収し、室内機の熱交
換器で熱を室内に取り入れます。

冷房時は室内機の熱交換器で室
内の熱を吸収し、室外機の熱交
換器で熱を屋外に捨てます。

室内機

室外機

ファン

冷媒ガスの流れ

熱交換器

圧縮機

温風

外気

冷風

熱放出

暖房運転時 冷房運転時
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受電設備（電気室やキュービクル式高圧受電設備）の内部には、高電圧の電流が流れており、接触しなく
ても近づいただけで感電する恐れがあります。過去にも電気設備に関する知識に乏しい方が安易に受電設備
の鍵を開け、内部の電線等に接触し感電する事故が繰り返し発生しています。感電事故を防止するために、
受電設備の鍵の管理は確実に行い、受電設備の扉を開ける必要がある場合には、弊協会等の電気主任技術者
に必ずご連絡をお願いします。

受電設備の鍵の管理を確実に行いましょう！

過 去 の 事 故 事 例 2

過 去 の 事 故 事 例 1

　お客さま従業員がキュー
ビクル本体下部の腐食箇所
の改修工事のため、扉を開
け充電中のキュービクル内
に入ったところ、高圧進相
コンデンサ用の限流ヒュー
ズ電源側端子（6,600ボル
ト）に頭部右耳が触れて感
電した（弊協会に事前連絡
がありませんでした）。

お客さま従業員がキュー
ビクル内部にある高圧機器
にＰＣＢが含有しているか
調査するため、扉を開け充
電中のキュービクル内に入
ったところ、計器用変流器
の端子部（6,600ボルト）
に頭部が接触し感電負傷し
た（弊協会に事前連絡があ
りませんでした）。 この扉を開けた



18

今回ご紹介する大陽日酸株式会社さまは、多種多様
な産業分野において利用する酸素、窒素、アルゴンを
はじめとするさまざまな産業ガス事業を展開されてお
られます。酒田ガスセンターさまでは、隣接する半導
体工場のお客さま向けに高純度窒素ガスの製造と供給
をするほか、半導体製造に使用する酸素、アルゴンな
どをパイプラインで供給されておられます。また、顧
客工場内で使用する半導体材料ガス容器のデリバリー
業務、ガス供給・監視設備の工事及びメンテナンスな
ども行っておられます。

酒田ガスセンターさまには、毎年、弊協会に電気安
全セミナーのご依頼をいただいており、今回は、電気
設備の「日常巡視」をテーマに職員の皆さまに受講し
ていただきました。

セミナーの内容
セミナーでは、電気事故を未然に防止するために、

電気安全ＤＶＤ「ここがポイント！日常巡視」の視聴
と、協会セミナー資料「電気は正しく安全に使いましょ
う」により、日常巡視点検時のポイントなどについて
ご説明するとともに、平成29年度に東北６県と新潟県
内で発生した電気事故の事例についてもご説明させて
いただきました。

また、地震による火災の過半数は電気が原因である
ことをご説明し、対策として感震ブレーカーの有効性
をご紹介させていただきました。

セミナー受講後の感想
●�電気設備を点検する際のポイントを理解することが

できた。
●�電気設備の異常箇所を放置した場合の危険性を理解

することができた。
●�地震に起因する電気火災を防止するには、感震ブ

レーカーが有効であることがわかった。

などのご感想をいただきました。

酒田事業所
大陽日酸株式会社 酒田ガスセンターさま

大陽日酸株式会社 酒田ガスセンターさま

ＤＶＤの視聴

セミナー実施風景
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秋田事業本部では、平成30年９月１日、２日

の２日間、秋田駅前アゴラ広場で開催された「第

18回あきたエコ＆リサイクルフェスティバル」

に電気安全移動相談所を開設し、ご来場いただ

いたお客さまにレモンを使った電池作り実験な

どをとおして電気の安全使用を呼びかけました。

あきたエコ＆リサイクルフェスティバルは、

省エネルギーやリサイクルの推進を目的に、地

域の42の団体や企業、学校が出展し、２日間で

約22,000人のお客さまが来場するとても大きな

イベントです。弊協会の電気安全移動相談所に

は、親子連れの方々を中心に２日間で約100組

のお客さまにご来場いただきました。

小学生などを対象としたレモン電池教室で

は、レモンに銅板と亜鉛板を差し込んで何が起

こるのだろうと不思議そうに見ていましたが、

テスターで測定すると約1.8Vの電圧が発生して

いることを確認し、子供たちはもちろん後ろで

見守る保護者もとても驚いた様子でした。

また、模擬ホーム分電盤を使い漏電ブレー

カーが切れたときの操作方法について体験して

いただき、「夜にブレーカーが切れて困ったこ

とがあった。普段ブレーカーを操作することは

ないが、応急処置方法は大変参考になった」な

どのご感想をいただきました。

ご来場いただいた多くのお客さまに電気の安

全使用をご理解いただくとともに、弊協会が定

期調査業務で訪問したときにはご協力いただく

ようお願いすることができました。参加した職

員にとっても楽しい２日間となりました。

「あきたエコ＆リサイクルフェスティバル」に
電気安全移動相談所を開設しました

秋田事業本部

レモン電池製作中

何ボルトあるかな？

ブレーカーが切れたときの操作方法をご説明しました
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Q ○の中に言葉を入れてください。

〒982-0007  仙台市太白区あすと長町三丁目2番36号 一般財団法人 東北電気保安協会　広報情報グループ 宛
FAX 022-748-1275

寿命★前号vol.275の
　正解は、 でした。

★前々号vol.274の応募者総数は115名、
　正解者は108名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　郵便はがき又はFAXにて、答え、郵便番号、住所、氏名、さしつかえなければお勤め先をご記入のうえ、
下記宛にお送りください。正解者のなかから、抽選で20名さまにクオカードを贈呈いたします。なお、
当選の発表はクオカードの発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただきましたお客さまの個人情報は、当選賞品の発送やご意見・ご質問への回答にのみ使用いたします。

●締切り日　平成31年３月31日消印有効
　皆さまのご応募をお待ちしております。（本誌又は協会に対するご意見、ご感想などもお寄せください）　

ヒント：弊協会のホームページ「弊協会について」の「セールスポイント」をご覧ください。

24時間〇〇システムで設備の安全と
省エネをサポートします。

　弊協会ホームページでは、下記の情報を提供しています。ぜひ、ご覧ください。

ホームページのご紹介

●調査業務
●災害時の安全ポイント
●電気安全のしおり

個人のお客さま

●電気安全セミナー
●高圧受電設備更新の目安
●電気事故の概要

電気の安全情報

●保安管理業務
●試験・手続き指導・技術・受託検査・その他業務
●サポート

法人のお客さま

●�「エネルギー監視サービス 新規導入キャンペーン
（〜2019.3.31迄）」のお知らせ
●�「冬季の省エネルギーの取組について」を決定し
ました（経済産業省）

その他新着情報など

“デマンドWeb
閲覧サービス”を
ご契約のお客さまは、
こちらからログイン
してください。
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みやぎの明治村　明治黎明150年〜繋がる歴史
明治以降、近代国家への第一歩を踏み出した日本。登

と

米
め

市
し

登
とよ

米
ま

町
まち

は北上川の舟運によって隆盛を極め、明治という高揚の時代、多く
の端正な建築物が建てられました。その後、交通の主役が船から列
車へと移るとともに町から時代の波は引きましたが、その隆盛期に
建てられた建築物や江戸時代の城下町の町割が、今もまだ息づいて
いる本物の歴史がここにはあります。それのどれもが当たり前のよ
うに町に溶け込み、訪れた方につい懐かしいと言わせてしまいます。
この明治150年を機会に、明治以降の歩みを次世代に遺すことや、
明治の精神に学び・伝えていくことが市民の使命として、たくさん
の方々に興味・関心を持っていただくような活動を続けています。

日本一はっとフェスティバル
登米市の郷土料理“はっと”が勢揃いする「日本一はっとフェス

ティバル」は、毎年12月第１日曜日に開催されます。代表的な「油
麩入りはっと」をはじめとし、「あずきはっと」や「海鮮はっと」
などの定番からスィーツ系まで、多種多様な30種類以上もの味が堪
能できます。また、地元の名産や新鮮野菜などの販売のほか、はっ
と踊り、よさこい演舞などのステージイベントも開催されます。

油麩丼
独特のうま味と風味ある無添加の自然食品「油麩」は、登米市に

古くから伝わる食材で、小麦の蛋白質成分グルテンを植物油で揚げ
て作る全国でも珍しい「揚げ麩」です。豊かな風味は油麩独特のも
ので、他の食材のうま味を吸い込み、味に深みが増し料理を一層引
き立てます。ふるさとの心と技が育て上げた伝統の逸品で、「Ｂ－１
グランプリ」に参加するなど全国から注目を浴びています。

（写真提供）登米市産業経済部商業観光課

『うまし・たくまし・登
と

米
め

市
し

』
（宮城県）

佐沼事業所

宮城県北部に位置する登米市は、人口約８万人で平成17年に登米郡8町と本吉郡津山町の合併によっ
て誕生しました。古くから米の名産地として知られ、登米市産「ひとめぼれ」はランキング最高「特Ａ」
を連続受賞しています。また、単一の農協の輸出としては国内最大級です。ラムサール条約登録湿地
の「伊豆沼・内沼」は、国際的にも有名な渡り鳥の飛来地で、冬には白鳥やガンをはじめとする渡り
鳥が多数越冬します。特にマガンは、日本に渡ってくる８割が飛来しています。人々のより快適な暮
らしを目指して「あふれる笑顔」「豊かな自然」「住みたいまちがここにある」そんな市づくりが進め
られています。

みやぎの明治村
明治黎明150年〜繋がる歴史

日本一はっとフェスティバル

油麩丼

◎宮城県登米市
■交 通 手 段／［電 車 利 用］東北本線瀬峰駅よりバスで約35分
　　　　　　　　［自動車利用］三陸自動車道登米ＩＣより約10分
■問い合わせ先／登米市産業経済部商業観光課
　　　　　　　　TEL：0220-34-2734　URL：http://www.city.tome.miyagi.jp/

登米市ＰＲ動画：https://www.tome-pr.jp/QRコード
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　非常用予備発電装置は、自然災害やその他の要因で停電が発生した場合
に防災用設備を始めとする重要な負荷設備に電力を供給するために設置さ
れています。

　非常用予備発電装置の日常チェックを行いましょう。また、メーカーの指定する運転時
間に合わせてオーバーホール（分解点検）や負荷試験を行い、万一の場合に備えましょう。

（点検整備等については弊協会の担当職員に
ご相談ください。）

非常用予備発電装置の日常チェック
●燃料は十分あるか
●潤滑油の油量は不足していないか
●冷却水は不足していないか
●起動用バッテリーの液量、比重は良いか

思わぬ停電に備えましょう!!


